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７. 結論と今後の展望

多変数線型モデルによる近似誤差を基にECA
の拡張であるn-AAについてNLMSEを定義し, 
局所ルールの複雑さを評価する方法を整備した.

3-AAの場合については, NLMSEによる局所
ルールの分類とWolframによるECAの分類を比

較することによって2つの分類がおおよそ整合
的であることが確認された. また, NLMSEの構
造を支配する行列Pを特定し, これがNLMSEを
超立方体グラフの類似の上に定義されるIsing
模型のハミルトニアンとして扱えることを示し

た.
今回は取り扱わなかったがn-AAの概念は局

所ルールの複数回の適用をまとめて取り扱うこ
とに関して有用である. 例えば, 3-AAである
ECAについて局所ルールの2回反復は5-AAに

よって表すことができる . このような反復の列
についてNLMSEがどのように変化していくの
かを追跡することは, 反復写像系としてのn-AA
がどのように複雑なダイナミクスを獲得してい
るのかを理解する上でも重要な今後の研究課題

であるといえる. 
また, 超立方体群の作用による従来よりも弱

い局所ルールの類別が有効な意義を持っている
のかについてはまだ検討が不十分である. これ
についても今後の研究課題である.
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